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／
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１１

　

美
濃
焼
の
伝
統
と
文
化
を
随

所
に
ち
り
ば
め
、オ
リ
ベ
イ
ズ

ム
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
道
の

駅「
志
野
・
織
部
」が
こ
の
ほ
ど

土
岐
市
泉
北
山
町
の
国
道
二
十

一
号
線
沿
い
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
土
岐
市
と
国
土
交
通
省
な
ど
が
共
同
で

整
備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
土
岐
市
と
協
同
組
合
土
岐

美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社「
志
野
・

織
部
」
が
運
営
す
る
。

　

県
内
で
は
、
四
十
番
目
の

道
の
駅
で
あ
る
。
敷
地
面
積

は
、
約
八
千
五
百
平
方
�
で
、

総
事
業
費
約
八
億
円
で
建
設

さ
れ
た
。

　

道
の
駅
「
志
野
・
織
部
」
は
、
オ
リ
ベ
イ
ズ
ム
が
コ
ン

セ
プ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
美
濃
焼
の
伝
統
と
文
化
が
随
所

に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
ー
ン
と
な
る
建
物
「
陶
遊
館
」
に
は
、
焼
き
物
の
販

売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
和
菓
子
店
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
志
野
や
織
部
、
黄
瀬
戸
の
食
器
、
著
名
作
家
の

作
品
な
ど
を
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
加
盟
の
約
六
十
社
が
出

店
し
、
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
情
報
館
で
は
、
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
で
道

路
情
報
・
観
光
情
報
・
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
案
内
す
る
。

　

土
岐
市
は
、
古
来
よ
り
志
野
・
織
部
・
黄
瀬
戸
の
焼
物

産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
陶
磁
器
製
飲
食
器
の
生
産
で
は
、

わ
が
国
の
五
十
％
以
上
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
一
大
陶
磁
器
産

地
で
あ
る
。

　

武
家
で
あ
り
茶
人
で
も
あ
っ
た
古
田
織
部
は
、
土
岐
市

の
元
屋
敷
窯
で
焼
い
た
物
を
「
ひ
ょ
う
け
も
の
」「
織
部
ご

の
み
」
と
し
て
、
世
に
送
り
出
し
美
濃
桃
山
陶
の
輩
出
に

大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
に
隣
接
す
る
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
入
り
口
に
は
、

巨
大
な
織
部
や
ぐ
ら
が
建
ち
、

「
織
部
の
心
」
を
後
世
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

特
に
、
志
野
・
織
部
・
黄

瀬
戸
の
数
々
の
名
品
が
焼
か

れ
た
古
窯
跡
が
多
く
遺
る
土
岐
を
象
徴
す
る
「
道
の
駅
」

で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
施
設
が
最
新
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を

備
え
た
情
報
発
信
基
地
と
し
て
広
く
内
外
に
情
報
発
信
す

る
と
と
も
に
、
入
れ
替
え
の
な
い
常
設
展
示
で
な
く
、
産

地
の
自
発
的
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
よ
る
企
画
展
示
な
ど
、
定

期
的
に
提
案
型
の
展
示
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

一
層
魅
力
を
付
加
し
、
地
域
特
産
品
や
観
光
の
拠
点
と
し

て
、
多
く
の
観
光
客
や
関
係
者
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
構
造
的
不
況
に
あ
る
陶
磁
器
業
界
の
活
性
化

の
起
爆
剤
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）

URL　http://www.chuokai-gifu.or.jp E-mail　info@chuokai-gifu.or.jp

「
志
野
・
織
部
」オ
ー
プ
ン

県
内
四
十
番
目
道
の
駅
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毎
年
恒
例
の
『
第　

回
土
岐
美
濃

28

焼
ま
つ
り
』（
協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼

卸
セ
ン
タ
ー
＝
白
石
仲
七
理
事
長
）

が
、
五
月
三
日
か
ら
三
日
間
、
土
岐

市
泉
北
山
町
の
美
濃
焼
卸
商
業
団
地

一
帯
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
有
田
、
瀬
戸
に

並
ぶ
日
本
三
大
陶
器
ま
つ
り
の
一
つ

で
、
あ
い
に
く
雨
模
様
の
天
気
が
続

い
た
が
、
お
目
当
て
の
食
器
を
求
め
、

焼
物
フ
ァ
ン
や
家
族
連
れ
な
ど
で
会

場
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

路
上
に
は
約
一
�
に
わ
た
っ
て
テ

ン
ト
が
連
な
り
、
陶
器
廉
売
テ
ン
ト

市
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
同
団
地

の
卸
商
社
が
倉
庫
な
ど
を
開
放
し
、

通
常
の
三
〜
五
割
引
き
で
販
売
し
て

い
た
。
ま
た
、ロ
ク
ロ
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
、
参
加
し
た
子
供
達
は

「
上
手
く
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
面

白
か
っ
た
。
焼
き
上
が
り
が
楽
し
み
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

て
い
た
。
ま
た
、
絵
付
け
体
験
や
大

道
芸
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ

れ
た
ほ
か
、
今
年
は
特
別
企
画
と
し

て
、
人
間
国
宝
加
藤
卓
男
氏
な
ど
十

人
の
著
名
陶
芸
家
の
ぐ
い
呑
み
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
い
た
。

　

一
方
、
同
市
市
之
倉
町
で
は
「
市

之
倉
陶
祖
祭　

蔵
出
し
市
」
が
開
か

れ
、
窯
元
め
ぐ
り
を
楽
し
む
家
族
連

れ
な
ど
で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

ま
た
、
幸
兵
衛
窯
で
は
開
窯
二
百
年

を
記
念
し
て
、
歴
代
加
藤
幸
兵
衛
の

歴
史
を
振
り
返
る
企
画
展
も
開
か
れ

て
い
た
。

　

四
月
十
日
か
ら
二
日
間
、
毎
春
恒

例
の
『
第　

回
た
じ
み
陶
器
ま
つ
り
』

52

（
多
治
見
陶
磁
器
卸
商
業
協
同
組
合

＝
坂
�
義
雄
理
事
長
）
が
多
治
見
市

本
町
の
オ
リ
ベ
ス
ト
リ
ー
ト
一
帯
で

開
催
さ
れ
た
。

　

目
玉
の
廉
売
市
で
は
、
陶
器
関
連

　

春
の
美
濃
焼
ま
つ
り
の
幕
開
け

『
第　

回
美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ

10

り
』（
高
田
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
＝

加
藤
修
一
理
事
長
）
が
、
四
月
四
日

に
多
治
見
市
高
田
町
の
共
栄
公
園
で

開
催
さ
れ
た
。

　

同
市
高
田
町
は
、
徳
利
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
高
田
徳
利
に

入
っ
た
地
酒
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
が
人

気
を
集
め
て
い
た
。
会
場
で
は
、
体

験
・
見
る
・
買
う
・
遊
ぶ
・
食
べ
る

の
五
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
が
、

地
元
窯
元
に
よ
る
蔵
出
し
市
や
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
。

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
発
表

土
岐  
陶
器
ま
つ
り

　

土
岐
市
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ－

陶
器
祭

り
」
が
四
月
十
七
日
か
ら
二
日
間
、

土
岐
駅
前
中
央
通
り
一
帯
で
開
催
さ

れ
た
。

　

今
年
は
市
制
五
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
テ
ー

ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
発
表
会
が
行

わ
れ
、
気
に
入
っ
た
テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ッ
ト
を
買
い
求
め
る

姿
も
見
ら
れ
た
。
会
場
で
は
、
同
駅

か
ら
約
一
�
に
渡
っ
て
四
十
一
店
が

陶
器
を
市
価
の
三
〜
五
割
引
き
で
販

売
、
露
店
な
ど
も
出
店
し
、
お
祭
り

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

�
�
�
��

�
�
�
�
�

大
勢
の
人
、
大
量
の
陶
器
、
大
盛
況

第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り

２８

�
�
�
�
�
�
�
�

お
値
打
ち
価
格
で
陶
器
を
販
売

第　

回
た
じ
み
陶
器
ま
つ
り

５２

廉売市など多彩な催し
会場は買い物客で大盛況

東濃各地で開催

の
商
社
七
十
五
社
が
九
十
五
の
テ
ン

ト
を
連
ね
、
美
濃
焼
を
市
価
の
半
値

前
後
で
販
売
し
て
い
た
。
威
勢
の
い

い
店
主
の
掛
け
声
が
飛
び
交
う
中
、

買
い
物
客
ら
は
山
積
み
の
皿
や
茶
碗

を
手
に
取
り
な
が
ら
値
段
の
交
渉
を

行
い
、
目
当
て
の
商
品
を
買
い
求
め

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
賑
う

多
治
見  
陶
器
の
里
ま
つ
り
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土
岐
市
泉
北
山
町
の
国
道　

号
沿

21

い
に
道
の
駅
「
志
野
・
織
部
」
が
オ
ー

プ
ン
し
、
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る
。
陶
匠
の
里
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

店
構
え
で
、
美
濃
焼
の
販
売
店
「
陶

遊
館
」
を
メ
ー
ン
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
和
菓
子
屋
、
花
屋
な
ど
も
備
え
て

お
り
、
新
し
い
名
所
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

同
駅
に
は
、
窯
元
の
象
徴
で
あ
る

煙
突
を
備
え
付
け
、
国
土
交
通
省
が

設
置
し
た
情
報
館
で
は
、
大
型
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
な
ど
で
道
路
、
観
光
情
報

や
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
の
案
内
を
行
っ

て
い
る
。

　

同
市
内
に
は
肥
田
町
の
「
ど
ん
ぶ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


　

岐
阜
県
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

（
平
井
照
二
理
事
長
）
は
、「
グ
ル
メ

ガ
イ
ド
ぎ
ふ
」
を
発
行
し
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
県
内
に

あ
る
約
七
十
の
料
理
店
が
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
店
の
特
徴
や
営
業
時
間
、

定
休
日
、
料
理
写
真
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
五
地
域
ご
と
の
お
薦

め
の
土
産
物
、
地
酒
な
ど
の
紹
介
や
、

り
会
館
」
に
続
い
て
二
つ
目
で
、
県

内
で
は
四
十
番
目
と
な
っ
た
。

郷
土
料
理
と
伝
統
文
化
に
詳
し
い
名

古
屋
経
済
大
学
の
日
比
野
光
敏
助
教

授
よ
る
各
圏
域
の
特
徴
に
つ
い
て
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
三
千
部
発
行
さ

れ
、
同
組
合
で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
〇
五
八－

二
六

二－

二
八
四
五
ま
で
。

国
道　

号
沿
い
に
道
の
駅
が
誕
生

２１

　

土
岐
市
美
濃
焼
伝
統
産
業
会
館
で

は
「
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
上
代
二
〜
三
万
円
の

食
器
等
を
一
万
円
均
一
で
販
売
。
来

館
者
は
、
手
に
と
っ
て
品
定
め
を
し
、

熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
同
市
内
で
は
、
駄
知
町

で
「
だ
ち
窯
や
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
、

町
内
の
窯
元
が
作
業
場
を
開
放
し
、

自
作
の
商
品
を
展
示
・
販
売
を
行
っ

た
。
同
町
は
ど
ん
ぶ
り
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
丼
料
理

と
器
を
消
費
者
に
提
案
し
、
販
売
促

進
に
励
ん
で
い
た
。
ま
た
、
泉
町
定

林
寺
地
区
で
は
「
定
林
寺
ま
つ
り
窯

元
巡
り
」
が
開
か
れ
、
産
地
の
陶
器

を
買
い
求
め
る
人
達
で
、
各
会
場
は

溢
れ
て
い
た
。

���������	


新�
丼
�料
理
の
器
を
提
案

だ
ち
窯
や
ま
つ
り

 新 名 所

道の駅「志野・織部」が誕生
土岐市泉北山町

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



「
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
ぎ
ふ
」を
発
行

県
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

東濃ヒノキ白川市場協同組合
理 事 長　　 板　 頭　　　 学

岐阜県加茂郡白川町三川 1339 番地の 3
�〈0574〉72-2345　〒 501-1113
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に
と
っ
て
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
中
央
会
、
さ
ら
に
役
立
つ

中
央
会
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
、
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

理
事
会
で
は
『
第　

回
通
常
総
会
』

49

へ
の
提
出
議
案
等
の
審
議
が
行
わ
れ
、

辻
正
会
長
が
議
長
を
務
め
、
森
本
専

務
理
事
が
各
議
案
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

な
お
、
第　

回
通
常

49

総
会
は
、
五
月
三
十
一

日　

、
午
後
一
時
三
十

（月）
分
か
ら
三
時
三
十
分
ま

で
、
大
垣
市
の
ソ
フ
ト
ピ

ア
ジ
ャ
パ
ン
一
階
「
セ
ミ

ナ
ー
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す

る
こ
と
に
決
定
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案
は

次
の
と
お
り
。

▽
第
一
号
議
案
＝
新
規

加
入
組
合
の
承
認
▽
第

二
号
議
案
＝
平
成
十
五

年
度
事
業
報
告
、
収
支

決
算
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分

　

県
庁
国
際
室
の
担
当
者
と
共
に
来

会
し
た
訪
問
団
は
、
王
雨
森
団
長
を

は
じ
め
三
名
で
、
本
会
の
森
本
専
務

理
事
及
び
池
田
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
が

応
対
し
た
。

　

岐
阜
県
と
中
国
江
西
省
は
、
一
九

八
八
年
六
月
二
十
一
日
に
「
友
好
県

省
提
携
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結

し
て
以
降
、
様
々
な
交
流
を
行
っ
て

い
る
。
当
日
は
、
岐
阜
県
と
江
西
省

と
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　

江
西
省
は
、
省
都
が
南
昌
、
面
積

十
六
万
六
千
九
百
�
、
人
口
四
千
百

万
人
余
り
で
、
長
江
中
流
の
南
に
あ

り
、
東
・
西
・
南
の
三
方
が
山
に
囲

ま
れ
、
米
・
麦
・
綿
花
・
お
茶
な
ど

を
生
産
し
て
い
る
。

▽
第
三
号
議
案
＝
平
成
十
六
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
▽
第
四
号

議
案
＝
十
六
年
度
会
費
賦
課
基
準
及

び
そ
の
納
入
方
法
▽
第
五
号
議
案
＝

十
六
年
度
取
引
金
融
機
関
及
び
借
入

金
残
高
の
最
高
限
度
額
▽
第
六
号
議

案
＝
十
六
年
度
役
員
報
酬
▽
第
七
号

議
案
＝
役
員
選
挙
▽
第
八
号
議
案
＝

第　

回
通
常
総
会
の
日
程
等
の
決
定

49
▽
第
九
号
議
案
＝　

世
紀
を
展
望
し

21

た
中
央
会
の
役
割

　

理
事
会
の
開
会
に
先
立
ち
、
辻
会

長
よ
り
「
中
央
会
で
は
、
組
合
支
援

を
一
層
強
化
す
る
た
め
、
組
合
運
営

の
事
務
受
託
を
展
開
し
て
い
く
。
組

合
は
、
中
央
会
へ
の
事
務
委
託
（
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
事
務
負
担
の
軽
減
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
ま
で
の
機
能
を

さ
ら
に
良
質
な
も
の
に
変
え
、
組
合

���������	
������
中央会・理事会開催

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、
理
事
会
を
四
月
二
十
八
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

①
新
規
加
入
組
合
の
承
認
、
②
平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
の
各
案
、
③
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支
予
算
案
な
ど
の
ほ
か
、
④
役
員
選

挙
に
つ
い
て
、
⑤
第　

回
通
常
総
会
の
日
時
等
の
決
定
に
つ
い
て
、
⑥　

世
紀
を
展
望
し
た
中
央
会
の
役
割
に
つ

49

21

い
て－
な
ど
九
議
案
を
審
議
し
、
承
認
さ
れ
た
。�

��

�
��

�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

中
国
江
西
省
人
民
政
府
訪
問
団
が
、

四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
一
日
の
日

程
で
本
県
を
訪
問
し
、
四
月
二
十
六

日
、
中
央
会
に
来
会
し
た
。

中
国
江
西
省
人
民
政
府
訪
問
団
が
来
会

　

新
規
加
入
組
合
は
次
の
と
お
り
。

〔
平
成　

年
４
月
１
日
〜
４
月　

日

16

27

ま
で
〕
※
（　
 
）
内
は
代
表
者
名
、

所
在
地
、
組
合
員
数
。

　

▽
東
海
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
協
同
組
合

（
岩
佐
英
昭
理
事
長
、
岐
阜
市
、
７

名
）
▽
下
呂
管
設
備
工
業
協
同
組
合

（
田
口
登
貴
雄
理
事
長
、
下
呂
市
、

　

名
）
▽
協
業
組
合
Ｈ
・
Ｃ
建
設

10（
辻
哲
夫
理
事
長
、
飛
騨
市
、
４
名
）

新
規
加
入
は
三
組
合
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■北イタリアと岐阜県の産業構造
　駐在地ミラノのある北イタリアは、岐阜県同様、中小
企業が多く、製造業、即ち、ものづくりを得意とする企
業の多い地域であり、繊維アパレル・木工家具・陶磁器
等々、共通する地場産地を持つという似通った産業構造
にある。ミラノ近郊にあるノヴァラ地方はヨーロッパ一
の米どころでもあるが、岐阜県の山県市（旧美山町）と
同様、水栓バルブ・蛇口産地があり、地元のノヴァラ工
業連盟、見本市等を訪問した。
■北イタリアの水栓バルブ・蛇口産地
　イタリア最大のバルブ関連の生産集積地域はノヴァラ
（Novara）、ヴェルチェリ（Vercelli）、ヴェルバニア（Verbania）
の地域であり、その生産額の約６５％を輸出している。輸
出主要先はＥＵ圏内（フランス・ドイツ）で、次に米国
であるが、アジアへの輸出はごく僅かである。
　現在の集積地域は、かつて鉱石、大理石等の石の採掘
業が盛んであったが、他には特に産業がなく、１９世紀終
わり頃～２０世紀初め頃、特に工業が発展していたフラン
ス・ドイツに移住して仕事を求めた時期があった。これ
ら先駆者はフランス・ドイツ滞在中に鉄、銅等の鋳造技
術を習得した人が多く、再び地元に帰ってきて習得した
技術を活かして、バルブ類の生産を開始したと言う。ま
た、もともと鐘楼の生産は盛んな地方であった。第１次
世界大戦前までは、特に家内工業が発展した時期でもあ
り、イタリア国内でこの時期にバルブ等の需要が増える
とともに、生産も盛んになった。都市の発展過程とバル
ブ生産の増加が結びついており、これはイタリア全体の
工業化の時期とも一致している。こうして２０世紀初頭に、
当該集積地域において、バルブ・蛇口関連バルブ製造業
が発祥し、１９５０年代に入り大量生産が行われるように
なった。
■見本市第３４回ＭＣＥ
　イタリアは、ヨーロッパの中ではドイツに次ぐ見本市
大国である。企業も見本市（フィエラ）を重視しており、
見本市の時期に合わせて新商品の開発・発表がなされ、
その場で商談に結びつけようとする。水栓バルブ・蛇口

業界の主要な見本市には、
家具等で有名なミラノの
「サローネ（Salone）」、ボ
ローニャの「チェルザイア
（Cersaia）」あるが、今回は
３月２～６日の５日間、ミ
ラノ国際見本市会場で開催
された、第３４回ＭＣＥ（仮
称「浴室台所及び空調施設
関連国際見本市」； Mostra 
Convegno Expocomfort）を
視察した。
　本見本市においては、バルブ、水道蛇口、浴室トイレ
及びキッチン等室内設置機器及び各種部品等が展示され、
広報最終発表によれば、同見本市の展示者総数は２,８３６、
海外展示者数は全体の約４０％に当たる１,１６２、来場者総数
は約１５万人で、外国人来場者総数が全体の１７％に当たる
２万６千人とのことである。また、各業界団体、製造業
組合等、公共団体もブースを設置しており、関連商品及
び業界団体に関する情報収集にも配慮されていた。
　イタリア製品はその想像力豊かなデザインの面におい
ても非常に有名であるが、本見本市においても「快適さ
及びデザイン優秀賞」と称して、優秀なデザインと快適
さを追求した出展作品にはＭＣＥ当局から賞状が授与さ
れた。同賞はＭＣＥが産業振興推進策として２００２年に新
たに企画したもので、建築家及び工業デザイナーを審査
員とする委員会が受賞者を決定しており、ＭＣＥは今回
も見本市開催時に優れたデザインの出展作品製作者に同
賞を授与し、特別展示会場で優秀な作品を紹介していた。
本来、蛇口やキッチン・トイレ用品等は生活臭のする製
品かと思うかもしれないが、その想像力豊かなデザイン、
個々の企業のブースでの商品・製品の見せ方、また製品
単体を紹介するだけでなくライフスタイルをも提案する
その展示方法は、非常に美しく、まさに芸術作品といっ
ても過言ではなく、見本市ではあるが、美術館にいるよ
うな錯覚さえ覚えた。
■日本と同様の問題を抱える北イタリア企業
　見本市出展者やノヴァラ工業連盟へのインタビューの
中で、イタリアの中小企業や産地の抱える問題を聞く機
会があったが、その多くは①為替（ユーロ高）、②中国製
品（安価な製品、模造品の流入）、③雇用（生産拠点の移
転、後継者問題）に集約される。ある経営者は「時代は
変わっており、生き残っていくためにはコスト競争では
駄目だ。顧客の求めるものを常に意識し、結局はデザイ
ン・品質面で勝ち残っていくしかない」と話していたが、
上記の問題は日本企業の抱える問題とほぼ同じであり、
今後、引き続き、北イタリアの中小企業経営者の声、考
え方を日本へ、岐阜県へ向けて情報発信していきたいと
思う。

���������

北イタリアの蛇口・バルブ産地
　　　　　　　　　　見本市 第３４回MCE

岐阜県ミラノ駐在員　藤 田　 航
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岐阜県 CLO（中部CLO）募集のご案内

１．岐阜県CLOとは
　複数の融資債権を束ねて証券化し、これを投資家に販売することにより、市場から資金調達を図り、
今後の成長が期待できる岐阜県内の中小企業に無担保融資を行うものです。
　今回は、信用保証協会の保証を必要とする方式で、愛知県、三重県、富山県、名古屋市と連携する
広域的CLO（中部 CLOと言います。）として実施し、４月１日より参加企業募集を開始しております。

２．募集期間　　平成１６年４月１日（木）から６月１０日（木）まで

３．岐阜県CLOの仕組み（岐阜県信用保証協会の保証付）

　　・参加企業は、取扱金融機関（次頁に記載）へ申込みを行います。
　　・岐阜県信用保証協会は、参加企業の保証審査を行い、保証を決定します。
　　・取扱金融機関は、保証が決定した参加企業との間で金銭消費貸借契約を締結し、融資を実行します。
　　・取扱金融機関は、融資債権を信託銀行へ譲渡し、信託受益権を取得します。
　　・取扱金融機関は、取得した信託受益権を SPC（特別目的会社）に譲渡します。
　　・SPCは、譲り受けた信託受益権を裏付けにCP（コマーシャルペーパー）を発行します。

４．融資条件及び参加条件

　【融資条件】
 １企業につき１０百万円～８０百万円（百万円単位）

（利用限度額は、次頁に記載）
融 資 金 額

運転資金・設備資金
（参加条件Ｂに該当する場合は、当該計画等の実施に必要な資金に限る。）

資 金 使 途

平成１６年７月下旬予定融 資 実 行 日

５年／１年３ヶ月後より３ヶ月毎１６回元金均等返済期 間 ／ 返 済 方 法

３ヶ月毎の変動金利／信用保証料（１.１５％）を含めて３.０％程度
（利率は、募集金額、市場環境等を勘案し、融資実行時に決定。）

融資利率等（見込み）

証書貸付貸 付 形 態

不要担 保

岐阜県信用保証協会の信用保証が必要信 用 保 証

代表者を連帯保証人とする（第三者保証人は不要）。連 帯 保 証 人

不可期 限 前 弁 済

債　権� 債権譲渡� 信託受益権� 証券発行�

融　資�

保　証�
�

岐阜県信用保証協会�

販売代金�譲渡代金� 投　資�

中小企業� 金融機関� 信託銀行� ＳＰＣ� 投資家�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　【参加条件】
・岐阜県内で、申込みの日以前１年以上引き続き同一事業を営み、岐阜県信用保証協会の保証対象とな
る中小企業（株式会社又は有限会社）であって、以下の参加条件のいずれかを満たすこととします。

【利用限度額】
・利用限度額は、１企業につき１０百万円以上８０百万円以内（百万円単位）で以下のとおりとなります。

　

５．受付窓口

【取扱金融機関（窓口金融機関）】
三井住友銀行、ＵＦＪ銀行、十六銀行、大垣共立銀行、北陸銀行、名古屋銀行、愛知銀行、第三銀
行、岐阜信用金庫、桑名信用金庫、商工組合中央金庫　（岐阜県内の本店及び支店）

【取扱信用保証協会】
岐阜県信用保証協会

【お問い合わせ先】

岐阜県農林商工部経営支援室 資金融資グループ　TEL ０５８－２７２－１１１１ 内線 ３０７５･３０７６

参加条件の内容参加条件

直近決算年度で以下の４つの条件をすべて満たしていること。
　①経常利益を計上していること
　②債務超過でないこと
　③借入金月商倍率（借入金／平均月商）が１０倍以内であること
　④売上高支払利息割引料率が１.５％以下であること

基本条件

参
加
条
件
Ａ

基本条件をすべて満たし、かつ、直近決算年度で以下のすべての条件を満
たしていること。
　①業暦３年以上を経過していること
　②平均月商が３０百万円以上であること
　③自己資本比率が８％以上であること
　④売上高支払利息割引料率が１.０％以下であること

特別条件

以下のいずれかの条件を満たし、かつ、岐阜県CLO（中部 CLO）取扱金融
機関からの推薦を受けていること。
①「中小企業経営革新支援法」に基づき知事の認定を受けた計画に従い、
経営革新のための事業を行うもの
②「中小企業の創造的事業活動の促進に関する臨時措置法」に基づき知
事の認定を受けた計画に従い、研究開発事業等を実施するもの
③まだ実用化されていない特許権、実用新案権、知的財産権、ビジネス
モデル等を利用し事業を行うもの
④中小企業技術革新制度（SBIR）での特定補助金等の交付を受け、その
研究開発成果の事業化を図るもの
⑤新たなビジネスプランを持ち、上記①から④に準ずる要件を備えるもの

参加条件Ｂ

利用限度額参加条件

５０百万円以内
（ただし、他の信用保証協会の既存無担保保証残高と合算して８０百万円
以内に限ります。）

参加条件Ａ（基本条件）
を満たす場合

８０百万円以内
（ただし、基本条件での申込分と合算して 80 百万円以内。また、他の信
用保証協会の既存無担保保証残高と合算して１３０百万円以内に限ります。）

参加条件Ａ（特別条件）
を満たす場合

１５百万円以内
（ただし、他の信用保証協会の既存無担保保証残高と合算して８０百万円
以内に限ります。）

参加条件Ｂを満たす場合
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３月景況調査

景
況
感
に
持
ち
直
し
の
動
き

先
行
き
は
依
然
不
安
定

業
種
別
の
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
が
、
商
店
街
・

サ
ー
ビ
ス
業
等
で
前

月
水
準
よ
り
も
マ
イ

ナ
ス
回
答
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
他
の

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
三
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
三
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
に
持
ち
直
し
傾
向
②
先

行
き
不
安
感
が
依
然
強
い
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

三
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転
６
ポ
イ
ン
ト
、
悪
化

　

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、

37

31

前
月
に
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
、
二
ヶ
月
連
続

し
て
改
善
の
動
き
と
な
っ
た
。前
月
に
引
き
続
き
、

マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
台
で
推
移
し
て
お
り
、
数

30

値
の
動
き
で
は
持
ち
直
し
の
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
善
の
要
因
は
、
好
転
の
微
増
と
と
も
に
、

主
要
な
動
向
に
つ
い
て
も
、
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
と
同
様

に
改
善
の
動
き
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
月
の
動
向
に

対
し
、
売
上
高　

ポ
イ
ン
ト
、
収
益
状
況　

ポ
イ
ン

11

13

ト
改
善
し
て
い
る
。

　

売
上
高
、
収
益
状
況
の
Ｄ
Ｉ
値
は
、
悪
化
幅
を
大

幅
に
縮
小
し
て
お
り
、
業
況
は
持
ち
直
し
の
動
き
と

な
っ
て
い
る
が
、
景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
依
然
と
し
て

低
水
準
で
あ
り
、
中
小
企
業
の
足
元
で
は
、
景
況
の

停
滞
感
が
根
強
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

一
部
業
種
に
出
て
い
る
需
要
回
復
の
動
き
は
変
わ

ら
な
い
が
、
全
体
的
に
は
、
先
行
き
に
対
す
る
不
安

感
、
不
透
明
感
を
訴
え
る
声
も
あ
り
、
中
小
企
業
の

経
営
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（３月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
△△△△△○石　 　 灰
▲▲△▲△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△▲△△△鋳　 　 物
▲▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△▲○刃物等金属製品 （内需） 
△△△△△○メ　 ッ　 キ
△△△△△○県 金 属 工 業 団 地
△△△○△○可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
○○△△▲△電 気 機 械 器 具
△▲△△▲○輸 送 機 器
△△△△△△各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲△▲各種物産品（ギフト）
△△△△▲△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲▲△▲▲▲陶　 磁　 器
○△△○△○機 械 ・ 工 具 販 売
▲△△△△△青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
△△△▲△△家 電 機 器 販 売
△△▲▲△▲メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△○△石 油 製 品 販 売
△△△△△○共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△△▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
○△△○○○生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲▲△豆 腐 製 造
△△▲▲○△食 肉 （ 国 産 ）
△△△△▲△菓　 　 子
▲△▲▲△△米　 　 菓
▲△▲▲△▲酒　 　 造
▲△△▲▲▲製 麺
▲△▲▲△▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△△▲△▲毛　 織　 物
△△△▲△△合 成 繊 維 織 物
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
△△△△△△婦 人 ・ 子 供 服
△△▲▲△△縫　 　 製
△○△○△○製　 　 材
▲△△△▲▲銘　 　 木
△△△△△△集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△△△▲特　 殊　 紙
▲▲△△○▲紙　 加　 工
△△△▲▲△印　 　 刷
△△△△△△プ ラ ス チ ッ ク
△▲△△△▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△△△▲タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△▲△△○岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
△△▲△△△多 治 見 市 商 店 街
▲△▲▲△▲恵 那 市 商 店 街
△△△△△△高 山 市 商 店 街
△△△△△△車 体 整 備
△△○○△○タ イ ヤ 整 備
○△○○△○長 良 川 畔 旅 館
――――――下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲△高 山 旅 館
△△△△△○ク リ ー ニ ン グ
△△△△△△広 告 美 術
△△△△▲▲情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
△△△△△△飲　 食　 業
▲△△▲▲▲ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△▲△△理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲▲△建 築 （ 各 務 原 ）
▲▲▲▲▲▲鉄 構 造 物
△△△△△○電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△△△△○建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲△▲▲△▲軽 運 送
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組合データ修正票

　

◆修正項目◆　　　※　修正事項の□にチェックし、新（変更後）のみ記入して下さい。

　※　定款変更に関わるものについては、定款変更認可申請書の新旧対照表を添付して下さい。
　※　ご記入に際しましては当ページをコピーの上、ＦＡＸ又は郵送にてお送り下さい。

組 合 等 名□

〒住所（登記上）□

〒住所（連絡先）□

Ｆ Ａ ＸＴ Ｅ Ｌ□

Ｕ Ｒ ＬＥ－ｍａｉｌ□

平成　　年　　月　　日就 任 年 月 日代 表 理 事 名□

平成　　年　　月　　日就 任 年 月 日現　員　　　　　　　人理 事 数□

平成　　年　　月　　日就 任 年 月 日現　員　　　　　　　人監 事 数□

平成　　年　　月　　月決 算 月現　員　　　　　　　人組 合 員 数□

パート男女　　　　　人常用男女　　　　　　人専従役員　　　　　　人事 務 局 構 成□

氏　名役　職事務局責任者□

組 合 の 地 区□

１．独立所有　　　　２．独立借用　　　　３．他団体同居　　　　４．理事宅事務所設置形態□

１．全　　額　　　　２．薄　　価　　　　３．出　資　額持分払戻方法□

円出 資 総 額出資１口　　　　　　　　円出 資 金□

組 合 等 名

　中央会では『中小企業組合情報センターシステム』の情報整備を進めております。
　そこで、代表理事の変更、出資総額の変更等が生じた場合、上記の『組合データ修正票』に、変
更が生じました項目をご記入頂き、本会までご送付下さいますようお願い致します。
　また、決算関係書類や役員変更届等につきましても、所管行政庁への提出と併せて本会にもご送

� ���������������������

付下さいますようご協力をお願い致します。

　【送付先・問い合わせ先】

　　岐阜県中小企業団体中央会　組織指導チーム・情報企画チーム
　　　〒５００－８３８４　岐阜市薮田南５丁目１４番５３号（県民ふれあい会館 １２階）

 ＴＥＬ ０５８－２７７－１１０２・１１０４
　　 ＦＡＸ ０５８－２７３－３９３０（郵送でも可）

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



2004 年（平成 16 年）5月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 535 号（１０）

　

飛
騨
市
神
岡
町
で
は
、
飛
騨
神
岡

祭
り
な
ど
お
祝
い
ご
と
の
際
に
振
舞

う
「
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
製
造
・

販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

元
来
、
飛
騨
市
神
岡
町
や
吉
城
郡

上
宝
村
で
は
、
餡
を
入
れ
た
紅
白
ま

ん
じ
ゅ
う
に
衣
を
付
け
、
天
ぷ
ら
油

で
揚
げ
て
食
べ
る
独
特
の
風
習
が
あ

る
。

い
た
だ
き
、
つ
い
で
に
団
地
内
を
歩

い
て
見
る
の
も
一
興
で
す
。
特
に
食

堂
経
営
者
等
に
と
っ
て
は
、
業
務
用

食
器
を
値
打
ち
に
買
え
る
体
制
も

整
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
近
く
に
は
、
日
帰
り
入
浴

も
楽
し
め
る
鬼
岩
温
泉
が
あ
り
ま

す
。」
こ
の
温
泉
は
、
飛
騨
木
曽
川
国

定
公
園
・
鬼
岩
公
園
内
に
あ
り
、
硫

化
水
素
泉
ウ
ラ
ン
鉱
泉
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
切
傷
、
高
血
圧
症
な
ど
に

効
能
が
あ
る
泉
質
で
、
湯
量
湧
出
量

も
豊
富
な
温
泉
地
で
す
。
詳
し
く
は

鬼
岩
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.oniiw

aonsen.com
/

）
を

ご
覧
下
さ
い
。

組
合
員
か
ら
お
値
打
ち
な
美
濃
焼
製

品
が
陳
列
さ
れ
て
お
り
、
楽
し
く
買

え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
東
濃
地
区
の

名
店
で
あ
る
「
川
上
屋
」、
行
列
の
で

き
る
ほ
ど
美
味
し
い
季
節
料
理
「
み

わ
屋
」、
山
野
草
等
の
植
物
を
そ
ろ
え

た
「
四
季
彩
」
が
あ
り
、
食
べ
て
よ

し
、
見
て
よ
し
、
買
っ
て
よ
し
の
魅

力
あ
る
施
設
で
す
。
駐
車
場
が
満
車

の
場
合
、
卸
セ
ン
タ
ー
内
に
停
め
て

ま
ん
じ
ゅ
う
を
製
造
し
、
店
の
工
場

内
に
は
湯
気
が
立
ち
こ
め
て
い
る
。

同
地
域
の
お
店
で
は
、
油
で
揚
げ
る

前
の
状
態
に
し
た
ま
ん
じ
ゅ
う
を
、

一
日
で
約
三
千
個
を
出
荷
し
、
販
売

し
て
い
る
。

　

お
店
で
は
「
揚
げ
た
て
の
ア
ツ
ア

ツ
で
食
べ
る
の
が
一
番
美
味
し
く
、

神
岡
独
特
の
味
を
楽
し
め
る
こ
と
が

で
き
る
商
品
」
と
地
域
特
産
品
と
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
。
一
袋
八
個

入
り
・
八
百
円
で
、
飛
騨
市
内
の
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
飛

騨
神
岡
を
訪
れ
た
際
に
は
、
是
非
ご

賞
味
下
さ
い
。

　

飛
騨
地
域
で
は
、
雪
が
溶
け
出
す

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
、
各
地
で
お

祭
り
が
相
次
ぎ
、
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ

う
が
欠
か
せ
な
い
食
材
と
な
っ
て
い

る
。

　

最
近
で
は
、
飛
騨
神
岡
祭
り
の
季

節
が
製
造
の
ピ
ー
ク
で
、
こ
の
時
期

は
、
家
族
総
出
で
ま
ん
じ
ゅ
う
を
板

に
並
べ
て
、
次
々
と
蒸
し
器
に
入
れ

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
は
、

「
第　

回
通
常
総
会
」
を
四
月
二
十

30

一
日
に
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
し
た
。

　

十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
、
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
の
各
案
等
を
審
議
す
る
と
と
も

に
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
が

行
わ
れ
、
会
長
に
田
口
日
出
生
氏
が

再
選
さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
会
長
＝
田
口
日
出
生
（
岐
阜
土

木　

）
▽
副
会
長
＝
塚
本
六
美
（
岐

（協）
阜
県
陶
磁
器
工
業
（
協
連
））、
山
岡

利
安
（
岐
阜
県
旅
館
ホ
テ
ル
（
生
衛
））、

宇
佐
見
潤
（
岐
阜
県
眼
鏡
商
業　

）、
（協）

田
中
稔（
岐
阜
県
製
本
紙
工（
工
組
））

▽
理
事
＝
佐
藤
功
（
川
崎
岐
阜　

）
（協）

ほ
か
十
三
名
▽
監
事
＝
炭
竃
登
（
関

連
合
刃
物　

）
ほ
か
一
名

（協）

東
濃

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ
-m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
板
津
朱
里

　

新
名
所
の
ご
紹
介

道
の
駅「
志
野
・
織
部
」が
完
成

　

国
道　

号
線
の
土
岐
Ｉ
Ｃ
と
鬼
岩

21

温
泉
の
中
間
に
、
オ
リ
ベ
イ
ズ
ム
が

生
き
る
独
創
的
な
道
の
駅
が
完
成
、

新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

場
所
は
、
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
の

入
り
口
に
あ
り
、
施
設
は
周
辺
の
道

路
、
観
光
施
設
の
案
内
を
行
う
「
情

報
館
」
と
地
域
振
興
施
設
「
陶
遊
館
」

が
あ
り
ま
す
。

　

陶
遊
館
に
は
、
卸
セ
ン
タ
ー
内
の

　

飛
騨
の「
天
ぷ
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
」

���������	
������

会
長
に
田
口
氏
再
選

青
年
中
央
会

３月末商工中金岐阜支店貸出実績

合　計短期運
転資金

長期運
転資金

設　備
資　金

使途区分
残高
又は増減

１０５,１０６３７,１４３４７,３４３２０,６２０３月末
残　高

１,１５７４５２３８４３２１３月中
増　減

１,１４０１,８１４１６５▲８３９
前　年
同月比
増　減

（単位百万円）

美濃機械製紙工業　
美濃共同計量所

代表理事　　 宮　 嶋　 邦　 雄
副理事長　　 後　 藤　 豊　 彦

�〈０５７５〉　３３－１２４３

協同
組合
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事
業
主
を
対
象
と
し
た
「
平
成　
17

年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求

人
取
扱
説
明
会
」
が
次
の
と
お
り
開

催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

《
岐
阜
会
場
》
平
成　

年
６
月
８
日

16

　

・〔
第
一
回
目
〕　

時
〜　

時
（
受

（火）

10

12

付
９
時　

分
）、〔
第
二
回
目
〕　

時

40

14

〜　

時
（
受
付　

時　

分
）・「
長
良

16

13

40

川
国
際
会
議
場
」
四
階
・
大
会
議
室

《
各
務
原
会
場
》
平
成　

年
6
月　

16

10

日　

・　

時
〜　

時
（
受
付　

時　

（木）

14

16

13

40

分
）・「
各
務
原
市
産
業
文
化
セ
ン

タ
ー
」
二
階
・
第
三
会
議
室
（
各
務

原
市
に
所
在
地
を
有
す
る
企
業
の

み
）　

※
両
会
場
と
も
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

平
成　

年
３
月
学
卒
者
求
人
取
扱
説
明
会

17

この広報紙は岐阜県からの助成を受けています。

　

こ
の
た
び
、『
春
の
叙
勲
・
褒
章
』の
受

章
並
び
に
『
県
知
事
表
彰
』
を
受
彰
さ

れ
た
中
央
会
関
係
者
の
方
々
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

叙　

勲

【
旭
日
双
光
章
・
観
光
事
業
振
興
功

労
】

　

▽
沖
本
兼
房
氏
＝
平
湯
温
泉
旅
館

協
同
組
合
・
元
理
事
長

　

▽
高
津
良
夫
氏
＝
岐
阜
県
医
師
会

協
同
組
合
・
元
常
務
理
事

　

▽
永
田
稔
氏
＝
岐
阜
県
管
設
備
工

業
協
同
組
合
・
理
事

　

▽
中
原
康
栄
氏
＝
岐
阜
県
公
衆
浴

場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
・
元
理
事
長

【
瑞
宝
単
光
章
・
伝
統
工
芸
業
務
功

労
】

　

▽
青
山
�
三
氏
＝
美
濃
焼
伝
統
工

芸
品
協
同
組
合
・
組
合
員

褒　

章

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】

　

▽
谷
口
厚
司
氏
＝
協
業
組
合
高
登

建
設
・
元
理
事
長

【
藍
綬
褒
章
・
生
活
衛
生
功
績
】

　

▽
森
田
重
治
氏
＝
岐
阜
県
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
・
会
長

県
功
労
者（
県
知
事
表
彰
）

【
市
町
村
行
政
】
▽
中
井
千
秋
氏
＝　
（協）

高
山
卸
商
業
セ
ン
タ
ー
・
顧
問
（
中
央

会
・
元
常
任
理
事
）▽
酒
井
田
泰
克
＝

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
元

専
務
理
事

【
産
業
経
済
】
▽
山
本
幹
夫
氏
＝
大
垣

市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
・
理
事

長（
中
央
会
・
元
理
事
）▽
坪
内
登
氏

＝
岐
阜
県
時
計
宝
飾
眼
鏡
商
業　

・
（協）

理
事
長
▽
長
江
隆
平
氏
＝　

ケ
ー
エ
ス

（協）

ジ
ー
・
理
事
長
▽
若
尾
元
幸
氏
＝
岐
阜

春
の
叙
勲
・
褒
章
、五
月
三
日
の
県
知
事
表
彰

県
陶
磁
器
上
絵
加
工
工
業
（
協
連
）・

理
事
長（
中
央
会
・
前
理
事
）▽
玉
樹

成
三
氏
＝
土
岐
陶
磁
器
卸
商
業　

・
（協）

理
事
長（
中
央
会
・
常
任
理
事
）▽
兼

松
誠
吾
氏
＝
関
金
属
工
業　

・
理
事

（協）

長（
中
央
会
・
常
任
理
事
）▽
加
藤
正

和
氏
＝
岐
阜
県
タ
イ
ル
商
業（
協
連
）・

元
理
事
長（
中
央
会
・
元
監
事
）▽
長

谷
川
勝
彦
氏
＝　

岐
阜
県
刃
物
会

（協）

館
・
理
事
▽
佐
藤
守
弘
氏
＝
岐
阜
婦

人
子
供
服
（
工
組
）・
副
理
事
長
▽
藤

吉
善
弘
氏
＝　

岐
阜
市
土
産
品
協

（協）

会
・
理
事
長
▽
常
川
公
男
氏
＝
岐
阜

海
外
ソ
ー
イ
ン
グ　
・
理
事
長

（協）

　

平
成　

年
３
月
の
新
規
学
校
卒
業

17

者
の
推
薦
及
び
選
考
開
始
期
日
に
つ

い
て
は
、
①
中
学
校
卒
業
者
は
推
薦
・

選
考
開
始
日
と
も
平
成　

年
１
月
１

17

日
以
降
②
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
は
、

推
薦
文
書
の
到
達
が
平
成　

年
９
月

16

５
日
以
降
③
選
考
開
始
日
は
９
月　
16

日
以
降
。
ま
た
、
文
書
募
集
開
始
時

期
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
卒
業
者

が
卒
業
年
の
前
年
７
月
１
日
以
降
、

中
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
す
る

文
書
募
集
は
行
わ
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

平
成　

年
３
月
学
卒
者
の
就
職
に
係
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

17

ン
タ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
（
シ

ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
）

　
　

中
小
企
業
庁
長
官
と
の
意
見
交

換
会
（
愛
知
県
産
業
貿
易
会
館
）

　

日　

岐
阜
県
中
央
会
理
事
会
（
県

２８
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

平
成　

年
度
岐
阜
県
中
小
企
業

１６

資
金
融
資
制
度
説
明
会
（
県
庁
大

会
議
室
）

〈
四
月
中
〉

４
日　

美
濃
民
芸
陶
器
の
里
ま
つ
り

（
多
治
見
市
高
田
）

　

〜　

日　

た
じ
み
陶
器
ま
つ
り
・

１０

１１
市
之
倉
蔵
出
し
市
（
オ
リ
ベ
ス
ト

リ
ー
ト
）

　

〜　

日　

T
O
K
I－

陶
器
ま
つ

１７

１８
り
（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
周
辺
）

　

日　

道
の
駅
「
志
野
・
織
部
」
開

１７
駅
式
（
土
岐
市
泉
北
山
町
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央

２１
会
・
第　

回
通
常
総
会
及
び
記
念

３０

講
演
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
）

　

日　

中
国
江
西
省
訪
問
団
来
会

２６
（
中
央
会
サ
ロ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
人
材
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

２７

【
内
容
】
平
成　

年
３
月
新
規
学
卒

17

者
の
求
人
募
集
・
選
考
・
採
用
に
つ

い
て

【
お
問
合
せ
先
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐

阜
・
学
卒
係　

�
〇
五
八
（
二
四
七
）

九
八
九
二

可茂建築解体処理協同組合
代表理事　長谷部　 周　 作

岐阜県美濃加茂市太田町２７１番地の１
�〈0574〉27-2258　〒 505-0041
FAX 〈0574〉 2 7 - 2 2 5 8


